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　ノード間距離の算出	
　　二つのノードに付与されている特徴量ベクタ	
　　　　　　から内積を求め、ノード間距離     を	
　　 算出	
	
	
	
　3次元にネットワークを配置	
1.  ネットワークの接続構造からクラスタ間距離を	

算出	
2.  多次元尺度構成法（MDS）の適用	
3.  各クラスタの 3	次元空間上の位置を算出	

	
	
	
	
	 		

研究背景	

ネットワーク配置	

各登場人物の発言を集める	
Twitterなら、対象ユーザがフォローしている	

全アカウントを登場人物とする	

キーワードから発言者間の	
話題の近さを算出	

（形態素解析、単語の類似度比較)	

重要度の高い	
キーワードを選出 

（形態素解析)	

テキストから感情を算出	
(感情極性)	

反復	

処理手順	

	
	
	
　凸包	
•  全てのノードを囲む最小の凸多角形	
•  計算時間が小さい	
　　　視点変更をするたびに集合の可視化を	
　　　反復して行うために計算時間の小ささが	
　　　求められる	

	

集合可視化	
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ネットワークとラベルの同時可視化	
ノード	=	顔写真　ラベル	=	カラー領域	

多量のノードにより	
視認性が低下	

複数のラベルの付与を	
想定していない	

	
	
ネットワークの3次元可視化	
・ノードの増加に対して有利	
・視点操作による可視化結果の調節	
	
凸包による集合可視化	
・複数のラベルの描画を可能に	
	

研究背景	

　ネットワーク配置	
	

•  ラベル情報にもとづいた	
クラスタリング	

•  3次元にネットワークを配置	
	

　集合可視化	
	

•  選択したラベルを持つ	
ノードを集合可視化	

可視化結果を描画	

視点変更	
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